
教育

製品概要説明書
ソフトウェア製品

WWW.EKS-INTEC.COM

教
育 

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
を
使
っ
た



お問合せはこちらに！
操作教育による生産を最適化する方法を知りたいですか?

お問合せはこちらに︕ 

弊社にお問合せ下さい。　ライブデモ説明やご質問にお答え致しま
す。お客様のデジタル化プロジェクトの支援を喜んでお手伝いさせて
頂きます。



製品概要説明書

InTec GmbH

#バーチャルコミッショニング #EdDi #大学 

#トレーニング

#学術機関 

#デジタルファクトリー#教育
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はじめに

実際の製造設備を使って、⼯場運転者、メ
ンテナンス担当者をトレーニングする
のはコストが掛かりリスクも伴います。
多くの場合、実際の⽣産システムの可⽤
性によって制限されます。
RF::EdDi は、すでに作成してバーチャルコ
ミッショニングモデルを使って、スケーラ
ブルなトレーニング環境として使⽤するこ
とができます。

これにより、実際の⽣産システムへの依
存がなくなり、トレーニングコストが削
減され、チームメンバーは教室内であって
もリモート先であっても、安
全で繰り返し可能な環境で学習できるよう
になります。

バーチャルトレーニングを使う理由
ターゲットグループ：

工場運転者：
現場に影響を与えず、機械を破損する
リスクもなく、標準化された技能認
定。 
 
保守・保全：  
オンデマンドで障害シナリオテスト、
安全性の向上 
 
工場プログラマー：  
⽣産を停⽌せず、実際の信号と挙動サ
イクルを使⽤したプログラムテスト-
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目次

はじめに – バーチャルトレーニングを使う理由

バーチャルトレーニングとは︖

バーチャルコミッショニングからデジタルトランスフォメーション

主なメリットと成果

RF::EdDiの機能

真の顧客ニーズへの対応



リアルな体験で、
操作に確かな⾃信
を︕
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RF::EdDi とは何ですか?
RF::EdDi は、バーチャルコミッショニングで使
⽤するデジタル設備モデルを現実的なトレーニ
ング環境として再利⽤します。本物そっくりの
障害シミュレーションを使⽤して、安全でスケ
ーラブルなオペレーションおよびメンテナンス
トレーニングを可能にするものです。 

•	 いつでもどこでも、仮想環境で実際の操作
⼿順を練習できます。 

•	 現実的な障害シミュレーションを体験し
て、リスクを冒さずに現実世界の課題に備
えます。

RF::EdDi は、バーチャルコミッショニン
グモデルをインタラクティブなトレーニン
グ環境として活⽤し、オペレーターやメン
テナンス担当者の安全かつ効果的な技能習
得（資格認定）を⽀援します。

RF::EdDi は、既存のエンジニアリ
ングデータを再利⽤すること
で、現実的な障害シミュレーショ
ンとガイド付きトレーニングワー
クフローを提供します。
チームが実際の機器の破損リスク
なしに⽣産システムの操作とトラ
ブルシューティングを練習するこ
とができるようにします。

これにより、実際の設備エンジニ
アリング作業と実務運転との

ギャップを埋めながら、
スケーラブルで繰り返し可能、かつコ
ストを抑制したトレーニングが実現さ
れます。

現実の⽣産設備の継続稼働に左右され
る従来のオンサイトトレーニングと
は異なり、RF::EdDi は、従業員が作
業現場に⾜を踏み⼊れる前にスキル
を構築し、複雑なエラーシナリオを検
討し、⾃信をつけることができる仮
想プラットフォームを提供します。
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RF::EdDiは、⼯場運転者と保全チームに実
際 の ⽣ 産 状 況 を 練 習 で き る 安 全 で
現 実 的 な 環 境 を 提 供 す る こ と に よ
っ て 、 製 造 業 の 設 備 ト レ ー ニ ン
グ の 実 施 ⽅ 法 を 変 え る も の で す 。 
 
研修⽣は、マニュアルに頼ったり、同僚が
実際の機器で作業するのを⾒たりするので
はなく、実際の機械のロジック、タイミン
グ、動作を反映した仮想設備モデルを使⽤
します。

新⼊社員は特に恩恵を受けます。なぜな
ら、多くの新⼊社員は、実際のシステムを
操作することに、損害を与えることを恐れ
て躊躇するからです。RF::EdDiでは、そのよ
うなプレッシャーを感じることなく、実習
を⾏うことができます。

現実の⽣産システムでは、間違った起
動シーケンスなどの単純なミスから、同
時にエラーが連鎖するシステム障害など
の複雑なケースまで、障害がオンデマンド
で発⽣する可能性があります。これらの障
害シナリオをバーチャルトレーニング
で繰り返し練習することで、従業員は問
題をより早く診断し、適切な⼿
順を学び、意思決定に⾃信を持つようにな
ります。これにより、予期せぬ状況に備え
ることができ、問題解決への実践的なアプ
ローチが促進されます。つまり、エラー
は避けるべきリスクではなく、学習の機
会と捉えられるようになるのです。

現実的な
故障シミュレーション

実トラブル体験︓安全な仮想環境下でセ
ンサー不具合、インターロック違反、デ
バイス設定誤りなどの再現・習熟が可能
 
トラブ ル対応のスキルをシナリオ
ベースの演習を通して養成
 
ミスを恐れることなく、間違い・失
敗を安全に学ぶ機会を作り出し、確か
なスキルを習得

従業員が⽣産停⽌や設備の安全性を危険に
さらすことなく、危機的な状況に対処す
る⼗分な準備をした後に、⼯場に配属され
るということを意味します。
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エンジニアリング知
識を必要としない
ユーザーに優しい
トレーニング

従来のトレーニング⽅法は、専⾨的な技術
知識を必要としたり、実際の機器操作
者、⼜は運転者向けに設計されていないエ
ンジニアリングツールに依存したりする
ため、多くの場合不⼗分でし
た。RF::EdDiは、オペレータ、保守チー
ム、PLCプログラマー向けに特別に構築さ
れたトレーニングインターフェースによっ
て、この障壁を取り除きます。実際の現
場のタスク、ワークフロー、障害シナリオ
に焦点を当てているため、研修⽣に不必
要な複雑さを課すことはありません。 
 
RF::EdDiを使えば、シミュレーションソフト
ウェアやCAD環境を習得する必要はありま
せん。研修⽣はシンプルで直感的なシステ
ムを使い、⽣産設備の操作、保守、プログ
ラミング、トラブルシューティングを効果
的に学ぶことに集中できます。 この扱いや
すさは、オペレータの業務習得、資格再取
得プログラム、部⾨横断型トレーニングと
いった⼤規模なトレーニング計画にも最適
です。企業は標準化されたトレーニングパ
ッケージを迅速に展開できるため、経験の
有無にかかわらず、すべての従業員が⼀貫
した指導を受けることができます。

⼯場運転者と保全チーム向けに特別に設
計された直感的な役割ベースのインター
フェース 
 
早期の業務習得、スキル再習得、標準
化された資格プログラムのためのスケー
ラブルなトレーニング 
 
エンジニアリング知識を必要とせず、プ
ロセス、機器、安全な操作のみに集中で
きます。



リスクのない学習で最⼤限の⾃信を

制限のないトレーニング:
安全でリスクのない環境で、制限のない練習と即座の
リトライで操作を習得できます。
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破損する危険がないトレーニング環境

実際の設備機器を使ったトレーニングには制限が伴います。 
⽣産の中断、機器摩耗の増加、そしてミスによる⾼額な破損リスクを回避するため
に、教育セッションは慎重にスケジュールする必要があります。その結果、チームは重
⼤な障害シナリオを検討したり、複雑な⼿順を現実的な条件下で練習したりする機会が
ほとんどありません。

RF::EdDi は、ダウンタイムや損傷のリスク
なしに、現実世界の機器とまったく同じよう
に動作するバーチャルトレーニング環境を提
供することができます。 研修⽣は必
要に応じて何度でも演習を繰り返し、意図
的に障害を発⽣させ、⾃信がつくま
で様々な解決策を試すことができます。これ
により、トレーニングは単なる⼀回限りのイ
ベントではなく、真の専⾨知識を⾝につける
継続的な学習プロセスへと変化します。

仮想トレーニングは物理的な機械・装
置に依存しないため、⽣産やテストのピー
ク時、あるいは機器がメンテナンス中で
あっても、教育プログラムを継続して実
⾏できます。チームの⽣産性を維持し、資
産を保護し、組織全体にシームレスはト
レーニング環境を提供します。



リモート・WEBベース
のアクセス
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RF::EdDiは、⽣産現場や専⽤のトレーニング装置を必要とし
ません。チームは、⼯場事務所内、遠隔地、あるいは⾃宅な
ど、どこからでもWebブラウザから直接、完全にインタラク
ティブなトレーニング環境にアクセスできます。

ブラウザベースへのアクセスで、いつでもどこでもトレーニング

トレーニングを分散化することで、企業は
社員の出張経費を削減し、学習へのアクセ
スをはるかに容易にすることができます。
研修⽣は限られた機器の使⽤時
間を奪い合う必要がなくなり、ログインし
て研修を受け、シームレスに業務に戻るこ
とができます。機器やプロセスが変更され
るたびに、新しいトレーニングカリキュラ
ムを即座に展開できるため、すべてのオペ
レーターが最新の情
報を把握できます。

リモートトレーニングの利点

出張や機材の制約なしにグローバルな
トレーニング環境にアクセス可能 

複数の拠点にわたる標準化された資格
プログラム 

迅速なコンテンツ更新が全従業員に展
開されます
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RF::SUITEとのシームレスな統合

RF::EdDiは、RF::SUITEパッケージに完全に統合された構成要素であり、バーチャルコミッ
ショニングを⽀えるデータ基盤と同じものを使⽤しています。これにより、PLCロジックか
らロボットの動作に⾄るまで、トレーニング環境が実際の⽣産システムと完全に⼀致してい
ることが保証されます。

実際のエンジニアリングデータに接続されたトレーニング基盤

この統合は、トレーニングとエンジニアリ
ングデータを連携させるだけでなく、両分
野間で継続的なフィードバックループを構
築します。
あらゆるトレーニングセッションは、実際
のオペレーターの⾏動から判明される貴重
な考察を得る機会となります。
繰り返される間違い、誤解されている⼿
順 、 ま た は 躊 躇 す る 領 域 を 特 定 し 、
エ ン ジ ニ ア リ ン グ チ ー ム に 直 接 フ ィ
ー ド バ ッ ク す る こ と が で き ま す 。 
 
このループを回すことで、システム設
計は洗練させ、エラーの原因を排
除し、ユーザビリティが向上させ、⽣
産に影響を与える前にワークフローを最適
化することができます。
トレーニングはオペレーターを既存システ
ムに慣れさせるだけでなく、製造環境全
体にわたる継続的な改善を促進します。
エンジニアリングとトレーニングの相乗効
果により、効率、正確性、運⽤の卓越
性を⾼める⾃⼰改善サイクルが⽣まれま
す。

完璧なインテグレーション



この移⾏により、職業訓練における最⼤の
障害の⼀つである現実的な訓練のための安
全でアクセスしやすい設備の不⾜が解消さ
れます。
従来の訓練は、⾼価で設備使⽤の制約があ
る専⽤装置、または常に損傷のリスク
を伴う⽣産設備に頼ることが多くありまし
た。
RF::EdDiを使⽤すると、チームはスケ
ジュール・ハードウェア制約、間違いへの
恐怖を取り除き、正確で完全に機能するデ
ジタルツインでトレーニングを⾏うことが
できます。
このアプローチは、オペレーターにとって
最も⼤きな⼼理的障壁の⼀つ、つまり複雑
で⾼価な機械に初めて触れることへの恐怖
感を取り除きます。仮想環境で学習するこ
とで、オペレーターは現場に⾜を踏み⼊れ
るずっと前から⾃信を深めることができま
す。これは、新⼊社員の業務着⼿の準備と

デジタル価値を次の段階に⾼める

バーチャルコミッショニングはゴールではなく出発
点です。RF::EdDiは、検証済みのデジタル設備モデル
をインタラクティブなトレーニング環境に変換するこ
とで、エンジニアリングの成果を⼈材育成のための強
⼒なツールに変換し、真のデジタルトランスフォー
メーションへの道を切り開きます。

バーチャルコミッショニングから 

デジタル
トランスフォーメーションへ

これは、新⼊社員の業務着⼿の準備とし
て最適であるだけでなく、経験豊富なス
タッフの再トレーニング、新⽣産システム
に対するオペレーター教育、または将
来の役割に向けて⾒習研修⽣を準備するの
にも最適です。

同時に、バーチャルトレーニングはバー
チャルコミッショニングへの明
確な⼊り⼝となります。
すべてのトレーニングモデルは、実際の⽣
産システムの仮想モデルとして既に構築さ
れています。
トレーニングモデルを活⽤することで、企
業は⽣産開始前にロジックや機器の動
作を検証する⽅法を⼿に⼊れます。
このように、トレーニングは⼈材を育成す
るだけでなく、バーチャルコミッショニン
グの可能性を具体的に実証し、デジタル設
備モデルのより広範な使⽤への扉を開きま
す。
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複合技術
このワークフローは、トレーニングにとどまらず、真のデジタルトランスフォーメーショ
ンへの第⼀歩を踏み出します。
⼯場の仮想設備モデルは、もはや単なる試運転ツールではなく、継続的な学習をサポート
し、従業員の知識を標準化し、⽇々の業務を強化する⽣きた資産へと進化します。

バーチャルコミッショニングとバーチャルトレーニングをリンクさせることで、企業はプ
ロジェクトの実施から⻑期的なデジタル価値の創造までシームレスな架け橋を構築します。
13 -
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⾃動⾞業界

成果：

別の⼤⼿⾃動⾞OEMは、デジタル設備モデルをトレーニングシステムに応⽤するため
に、バーチャルコミッショニングの⼯程を拡張しています。既に約10個のバーチャルコ
ミッショニングモデルがトレーニング環境に適⽤され、可能な限り多くの⽣産シナリオを
カバーしています。

⻑期的な⽬標は、このプロセスを拡張して、すべてのバーチャルコミッショニングモデル
をトレーニングシステムにシームレスに変換し、エンジニアリングデータの最⼤限の再
利⽤と幅広い従業員の技能資格の習得を保証するものです。

某⼤⼿⾃動⾞メーカーは、RF::EdDi を使
⽤して、既存および新規の⽣産システム
について、社内従業員と外部協⼒会
社の社員の両⽅を評価する必要がありま
した。
これを実現するために、世界中に80以
上のトレーニングステーションが設置さ
れ、毎⽉50名以上のPLCプログラマー
の技能資格の取得を可能にしました。
これにより、グローバルな事業全体で⼀
貫した基準が確保され、拡張性が⾼く将
来を⾒据えたトレーニングプロセスが確
保されます。

理論から実践へ

10 個のバーチャルコミッショニングモデルをトレーニングシステムに利⽤ 

幅広い⽣産シナリオをカバー 

戦略的ロードマップ︓ 
すべてのバーチャルコミッショニングモデルをトレーニングモデルにする

主な成果: 
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80 以上のグローバルトレーニン
グステーションを設⽴
 
毎⽉50⼈以上のPLCプログラ
マーを技能資格認定
 
従業員とサプライヤーの両⽅に対
する標準化されたトレーニング
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⼀つの製品で無限の可能性

RF::SUITEは、デジタルファクトリー
のためのモジュール型ツールボック
スです。各製品は、シミュレーショ
ン、信号分析、試運転からリソース
プランニング、資産管理、AIを活⽤
した最適化まで、特定の課題に合わ
せてカスタマイズされています。

共通の基盤上に構築されたすべての
ツールはシームレスに連携します。
仮想プロセスの検証、実稼働環境の
最適化、⼯場全体のデータフローの
管理など、RF::SUITEはお客様のニー
ズに合わせて拡張し、⽬標達成に合
わせて成⻑します。

新しい⽣産ラインの計画、仮想ツ
インの試運転、ライブ信号のトラ
ブルシューティング、プラント全
体のパフォーマンスの最適化な
ど、RF::SUITE は各ステップに適した
ツールを提供します。



お問合せはこちらに︕
デジタルツインがどのように生産を最適化できるの
か、詳しく知りたいですか？ 
 
弊社チームまでお気軽にご連絡ください。ライブデ
モのご案内やご質問への回答、デジタル化プロジェ
クトのサポートなど、喜んで対応いたします。

EKS InTec GmbH
Danziger Straße 3,  
88250 Weingarten, Germany

+49 (0) 751 3 62 16-0

info@eks-intec.de
www.eks-intec.de

株式会社テックスイートジャパン  
〒103-0015　東京都中央区日本橋箱崎町
5-14アルゴ東京ビル6階 
代表電話：03-5422-6691 
Eメール: info@tsj-argo.co.jp 
www.tsj-argo.co.jp 
 


